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近
に
勉
強
で
き
る
居
場
所
を

お
寺
で
行
う
自
立
を
促
す
学
習
支
援

ら
い
む
ぎ
ハ
ウ
ス

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、
そ

の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、
ま

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し
な

が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
総
務
委

員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

【表紙の写真】（令和６年２月撮影）
リアルてらこやの様子

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

身
市民インタビュー36

市
内
に
あ
る
宗
禅
寺
の
高
井
住
職
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
場
所
を
提
供
い

た
だ
き
、
令
和
３
年
８
月
に
４
人
で
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

団
体
で
の
活
動
や
構
成
は

水
嶋　
月
に
１
回
、
宗
禅
寺
で「
リ
ア

ル
て
ら
こ
や
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

運
営
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
と
、
開
催
当
日

に
協
力
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

い
ま
す
。
現
在
、
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
約
50
人
で
、
毎
回
40
人
ほ

ど
の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

水
嶋　
恵
子
さ
ん（
代
表
）　

小
学
校
で

働
き
、
教
育

格
差
問
題
、

障
害
の
あ
る

子
供
た
ち
や

不
登
校
児
童
・
生
徒
な
ど
、
羽
村
市
内

の
子
供
た
ち
の
現
状
を
知
り
ま
し
た
。

更
に
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
、
登
校
で
き
な
く
な
っ
た
子
供
た

ち
に
何
か
で
き
な
い
か
と
水
野
さ
ん

（
現
在
の
副
代
表
）に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

会
場
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

�

活
動
へ
の
思
い
は

高
井　
正
俊
さ
ん（
宗
禅
寺
住
職
）

　
鎌
倉
の
建

長
寺
に
い
た

と
き
、
不
登

校
児
を
つ
く

ら
な
い
た
め

の
活
動
と
し
て
、
大
学
生
と
不
登
校
児

の
合
宿
が
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

経
験
か
ら
、
お
寺
を
み
ん
な
が
使
え
る

場
所
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の

で
、
水
嶋
さ
ん
の
話
を
受
け
、
す
ぐ
協

力
し
ま
し
た
。
お
寺
は
公
共
の
施
設
と

違
い
規
則
や
管
理
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
け
ま
す
。

居
心
地
の
良
い
お
寺
は
可
能
性
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

活
動
の
内
容
は

水
嶋　
「
リ
ア
ル
て
ら
こ
や
」で
は
学
習

支
援
の
ほ
か
、
子
供
食
堂
や
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
は
ま
ず
学
習
を
し
、
そ
の
後
、

好
き
な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

参
加
し
て
面
白
か
っ
た
こ
と
は
？

●
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
の
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
か
っ
た
。

●
色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
。
紅

茶
の
専
門
家
に
紅
茶
の
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

●
工
作
が
で
き
る
こ
と
。
ク
リ
ス
マ
ス

に
モ
ー
ル
で
リ
ー
ス
を
作
っ
た
り
、
松

ぼ
っ
く
り
で
飾
り
つ
け
を
し
ま
し
た
。

●
初
め
て
ケ
ー
キ
作
り
を
し
た
こ
と
。

　
「
ら
い
む
ぎ
ハ
ウ
ス
」は
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
学
習
支
援
を
行
っ

て
い
る
団
体
で
す
。
月
に
一
度
、
市
内
の
宗
禅
寺
で
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
子
供
た
ち
を
対
象
に
、
無
料
で
安
心
し
て
学
習
が
で
き
る
居
場
所

「
リ
ア
ル
て
ら
こ
や
」の
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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水
嶋　
ギ
タ
ー
を
弾
け
る
ス
タ
ッ
フ
が

演
奏
を
披
露
し
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
持

っ
て
い
る
特
技
・
経
験
な
ど
の
財
産
を

子
供
た
ち
に
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
興
味
の
あ
る
子
は
ご
飯
を

一
緒
に
作
る
な
ど
、
自
立
も
促
し
て
い

ま
す
。
子
供
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
こ

の
活
動
に
集
う
方
々
が
出
会
い
に
よ
っ

て
良
い
影
響
を
受
け
て
変
わ
っ
て
い
く

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
兼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

�

参
加
し
た
き
っ
か
け
は

星　
直
さ
ん（
大
学
生
）　

羽
村
駅
の

掲
示
板
に
あ

っ
た「
リ
ア

ル
て
ら
こ

や
」の
ポ
ス

タ
ー
を
見
て
、
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

水
嶋
さ
ん
に
連
絡
し
ま
し
た
。
活
動
を

始
め
て
２
年
に
な
り
ま
す
。

大
瀧　
美
緒
さ
ん（
高
校
生
）

　
学
校
に
勤

め
て
い
た
水

嶋
さ
ん
と
小

学
生
の
時
か

ら
つ
な
が
り

が
あ
り
、
中
学
生
の
時
に
勉
強
を
教
わ

る
側
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
高

校
生
に
な
り
、
教
え
る
側
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

●
学
校
で
チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
ま
し
た
。

●
友
達
に
誘
わ
れ
て
来
ま
し
た
。

活
動
を
通
じ
て
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
は

大
瀧　
教
わ
る
側
と
教
え
る
側
の
両
方

の
視
点
が
持
て
ま
し
た
。
教
員
を
目
指

し
て
い
る
の
で
参
考
に
な
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
さ
ま

ざ
ま
な
職
業
の
方
が
い
る
の
で
、
話
す

だ
け
で
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

星　
子
供
た
ち
が
覚
え
て
く
れ
て
、
な

つ
い
て
く
れ
た
時
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

約
30
人
に
向
け
て
話
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、
人
を
ま
と
め
る
力
が
培
わ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

リ
ア
ル
て
ら
こ
や
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

●
み
ん
な
で一緒
に
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
。

●
勉
強
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
遊
ぶ
ス
ペ
ー

ス
が
分
か
れ
て
い
て
、
自
分
の
気
分
で

選
べ
る
。

●
い
っ
ぱ
い
お
も
ち
ゃ
が
あ
っ
て
遊
べ
る
。

●
お
寺
の
中
が
迷
宮
み
た
い
で
楽
し
い
。

今
後
の
展
望
は

水
嶋　
現
在
、
市
内
に
不
登
校
児
童
・

生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
供

た
ち
が
安
心
し
て
集
え
、
学
習
で
き
る

居
場
所
を
そ
こ
に
集
う
人
た
ち
が
主
体

と
な
っ
て
作
っ
て
い
け
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。
最
終
的
に
は
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
場
所
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
活
動
の
運
営
費
は

民
間
企
業
や
公
的
機
関
か
ら
の
助
成
金

と
寄
付
金
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
も
活
動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

インタビューを終えて

　毎月１回、朝９時から10時までしっか
り勉強を教え、その後興味深いイベント、
11時半から子ども食堂と、多くの大人た
ちのサポートで成り立っている姿を見て、
江戸時代の寺子屋を彷彿させるような学
びの場でした。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。

らいむぎハウス
子供たち一人ひとりの個性を踏まえた学
習支援、安心できる居場所づくりをして
います。
�会員	 スタッフ	 11人

	 ボランティア	 約50人
※ボランティアの方は活動保険に加入
しています。
�主な活動　毎月第２土曜日に

　「リアルてらこや」を実施
�場所	 宗禅寺(羽村市川崎2-8-20)
�連絡先	090-5542-6159(水野)

▼��

▼��

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
時
計
を

つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催

▼��

活
動
の
最
後
に
は
、
協
力
い
た
だ
い
た
方
の

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
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物忘れでも安心ガイド

　３月12日～ 14日に、16人の委員で構成された一般会計等予算審査特別委員会を開催し、令和６年度予算
について審査しました。その結果、一般会計と４つの特別会計、２つの公営企業会計の新年度予算をすべて可
決すべきと決定しました。
　この特別委員会の審査結果を本会議最終日に報告し、一般会計は修正案が出されましたが否決となり、７つ
の会計すべてを原案のとおり可決しました。特別委員会での主な質疑を紹介します。

一般会計歳入歳出総額244億1,000万円

　
　
地
方
交
付
税
の
算
定
項
目
で
あ
る

「
子
ど
も
子
育
て
費
」
の
対
象
事
業
は
。

　
　
令
和
６
年
度
に
国
か
ら
需
要
額
の

調
査
が
あ
る
。
対
象
事
業
と
な
る
よ
う
、

積
極
的
に
検
討
、
算
定
を
進
め
て
い
く
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
る
の
か
。

　
　
公
共
施
設
の
整
備
や
改
修
の
際
の

木
材
経
費
な
ど
、
広
く
市
民
に
供
せ
る

も
の
に
活
用
し
て
い
く
。

　
　
定
額
減
税
の
減
額
分
の
影
響
は
。

　
　
影
響
分
は
地
方
特
例
交
付
金
で
歳

入
が
あ
り
、
影
響
は
な
い
。

　
　
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
補

助
金
を
何
に
使
う
の
か
。

　
　
市
内
の
各
小
・
中
学
校
に
副
校
長

補
佐
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
内
部
統
制
制
度
に
向
け
た
取
組
み
は
。

　
　
基
本
方
針
は
策
定
済
。
令
和
６
年

度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
。

　
　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
策
定
基
礎

調
査
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　
公
共
建
築
物
を
将
来
的
に
ど
う
配

置
す
る
か
を
定
め
る
計
画
策
定
に
向
け
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
も
の
。

　
　
「
書
か
な
い
窓
口
」推
進
に
向
け
た

シ
ス
テ
ム
導
入
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
か
。

　
　
令
和
６
年
６
月
か
ら
稼
働
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
物
忘
れ
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
や
認
知

症
検
診
は
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

　
　
認
知
症
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
掲
載
し
た「
物
忘
れ
で
も
安
心
ガ

イ
ド
」を
作
成
し
、
75
歳
の
方
に
郵
送

す
る
。
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
検
査
が
必

要
な
基
準
に
達
し
た
市
民
の
希
望
者
は
、

一
部
の
市
内
医
療
機
関
で
認
知
症
検
診

を
実
施
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

魅力あるまちづくりを目指し「持続可能な未来につなぐ予算」
過去最大を更新した新年度予算を可決

歳入歳出 民生費（51.3％）
125億3,130万円

総務費（11.8％）
28億8,341万円

教育費（11.1％）
26億9,468万円

土木費（8.6％）
21億492万円

衛生費（8.3％）
20億2,194万円

消防費（3.3％）
8億968万円

公債費（3.3％）
7億9,758万円

その他（2.3％）
5億6,649万円

市税（41.1％）
100億3,804万円

繰入金（5.9％）
14億5,007万円

使用料及び手数料（1.6％）
　　　　　　3億7,984万円諸収入（1.5％）

3億7,001万円
その他（5.6％）
13億6,257万円

地方交付税（1.9％）
4億5,935万円

市債（2.4％）
5億7,470万円

地方消費税
交付金（5.5％）
13億4,034万円

都支出金（16.1％）
39億3,432万円

国庫支出金（18.4％）
45億76万円

自
主
財
源

依
存
財
源

A

AAA

AAAA Q

QQQ

QQQQ

委
員
の
質
疑

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

■
行
政
運
営

■
福
祉・
健
康
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市公式 LINE アカウント

はぐくみプラン

工場の廃熱を温水プールの熱源と
してスイミングセンターに活用

バーチャルラーニングプラットフ
ォームのイメージ

令和6年度予算審査 　
　
令
和
６
年
度
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
購
入
費
助
成
の
実
施
予
定
は
。

　
　
実
施
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　
　
災
害
用
の
備
蓄
物
資
の
主
な
内
容
、

増
設
を
予
定
し
て
い
る
も
の
は
何
か
。

　
　
粉
ミ
ル
ク
、
ゼ
リ
ー
食
、
テ
ン
ト
、

ラ
ン
タ
ン
や
折
り
畳
み
ベ
ッ
ド
に
加
え
、

停
電
の
際
に
利
用
す
る
非
常
用
発
電
機

な
ど
で
あ
る
。

　
　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
。

　
　
プ
ッ
シ
ュ
型
の
市
政
情
報
の
配
信
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
ご
み
の
捨
て

方
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
羽
村
市
動
物
公
園
の
在
り
方
を
ど

う
検
討
し
て
い
く
の
か
。

　
　
人
口
減
少
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど

課
題
が
多
く
あ
る
。
１
年
か
け
て
方
向

性
を
導
き
出
し
、
基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

　
　
日
野
自
動
車
羽
村
工
場
か
ら
の
廃

熱
を
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
利
用
す
る

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
た
が
、今
後
は
。

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
事
業
化
し
、
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
購
入
し
て
い
く
。

　
　
（
仮
称
）
羽
村
市
こ
ど
も
計
画
策

定
に
向
け
て
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に

実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
。

　
　

関
係
部
署
と
連
携
し
、
子
供
の
居

場
所
に
関
す
る
考
え
な
ど
を
聞
い
て
い
く
。

　
　
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
回
数
な
ど

が
拡
充
さ
れ
る
が
、
ど
う
周
知
す
る
か
。

　
　
市
公
式
サ
イ
ト
等
の
ほ
か
、
母
子

手
帳
交
付
時
に
配
布
す
る「
は
ぐ
く
み

プ
ラ
ン
」や
、
事
業
の
チ
ラ
シ
等
を
通
じ

て
周
知
し
て
い
る
。

　
　
未
就
園
児
の
定
期
的
な
預
か
り
事

業
の
市
内
で
の
実
施
予
定
は
。

　
　
予
算
編
成
時
点
で
、
幼
稚
園
４
園
、

認
証
保
育
所
１
園
か
ら
実
施
の
意
向
が

あ
る
。

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
開
催
す
る
ス
ポ

ー
ツ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
。

　
　
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て
実
施

予
定
。
ま
た
、
は
む
ら
健
康
フ
ェ
ア
と

合
同
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
東
京
都
教
育
委
員
会
が
行
う
バ
ー

チ
ャ
ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
事

業
で
あ
り
、
仮
想
空
間
で
新
し
い
居
場

所
・
学
び
の
場
を
提
供
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
学
習
等
の

支
援
を
行
う
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

予
算
規
模

58
億
８
７
０
万
円

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
方
へ
の
対
応
は
。

　
　
健
康
保
険
証
は
令
和
６
年
12
月
２

日
で
廃
止
と
な
る
た
め
、
対
象
者
を
抽

出
し
、
資
格
確
認
書
を
送
付
す
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

予
算
規
模

16
億
６
６
０
万
円

　
　
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
の
対

象
者
を
75
歳
以
上
ま
で
拡
大
す
る
が
、

拡
大
す
る
理
由
は
。

　
　
法
律
で
国
民
健
康
保
険
事
業
と
一

体
的
に
実
施
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

■
介
護
保
険
事
業
会
計

予
算
規
模

43
億
４
３
８
０
万
円

　
　
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
を
ど
の
よ
う

に
充
実
さ
せ
て
い
く
か
。

　
　
介
護
予
防
体
操
グ
ル
ー
プ
の
活
動

の
場
に
保
健
師
・
栄
養
士
が
訪
問
し
、

口
腔
機
能
向
上
と
栄
養
に
関
す
る
講
座

を
令
和
６
年
度
に
実
施
し
て
い
く
。

魅力あるまちづくりを目指し「持続可能な未来につなぐ予算」
過去最大を更新した新年度予算を可決

A

A

A

AAA

AA

AAA

AA Q

Q

Q

QQQ

QQ

QQ

QQQ ■
安
全・
安
心

■
く
ら
し

■
子
ど
も・
子
育
て

■
教

育

特
別
会
計
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■
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

　
予
算
規
模　
19
億
６
２
０
０
万
円

　
　
計
画
通
り
に
今
後
６
年
間
の
事
業

が
完
了
し
た
場
合
、
移
転
棟
数
と
進
捗

率
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
現
行
の
事
業
計
画
に
よ
る
移
転
棟

数
は
９
７
０
棟
で
あ
る
。
６
年
間
の
移

転
予
定
棟
数
は
３
７
６
棟
で
、
38
パ
ー

セ
ン
ト
の
執
行
率
を
見
込
ん
で
い
る
。

■
水
道
事
業
会
計

　
予
算
規
模　
17
億
４
９
３
６
万
円

　
　
水
道
事
業
の
広
域
連
携
の
推
進
と

は
、
市
独
自
の
運
用
を
や
め
る
こ
と
か
。

　
　
施
設
の
維
持
管
理
や
整
備
の
面
で

技
術
的
な
支
援
策
を
活
用
し
、
広
域
連

携
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

■
下
水
道
事
業
会
計

　
予
算
規
模　
18
億
６
１
８
６
万
円

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
災
害
用
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
を
新
設
す
る
が
、
液
状
化

現
象
で
マ
ン
ホ
ー
ル
が
上
が
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
も
、
使
用
で
き
る
の
か
。

　
　
使
用
で
き
る
構
造
で
あ
る
。

令和6年度予算審査

次世代に
つながる予算である
　厳しい財政状況でも、子ども
たち、市民の安全・安心対策、
地域の強靭化対策、行政のデジ
タル化への投資を行い、次世代
につながる予算である。引き続
き、持続可能な行財政運営を行
うことを要望し、賛成。　
� ＜新政会＞

市長の
リーダーシップに期待
　内部統制制度の運用、人材
マネジメントの推進、地球温暖
化対策の推進、企業支援・誘致
促進等を評価する。一方で、財
政再建や区画整理は評価できな
い。市長のリーダーシップを求
め、賛成。
� ＜令和かがやき＞

新たな事業の
創意工夫を認める
　認知症セルフチェックの推
奨、富士見子ども広場の整備、
ペアレントトレーニングプログ
ラムの本格実施など、創意工夫
がみられ、市民福祉向上につな
がるため、賛成。�
＜羽村市議会
� 都民ファーストの会＞

市民を守る
予算配分を
　行財政改革の継続で磐石な財
政基盤を確立することは肝要。
反面、市民生活にあっては、物
価高騰等で厳しい状況もある。
市民の生活、健康、そして命を
守るメリハリのある今後の予算
配分を望み賛成。
� ＜公明党＞

区画整理を
見直し財政改善を
　予算は住民福祉向上に使われ
るもの。市財政悪化で244億円
は、借金と基金取り崩し約20
億円で編成。給食費の無償化も
見送りに。区画整理の見直しで
改善することが必要と考える。
� 　＜世論＞

問題点をもつ
予算である
　小学校体育館のエアコン導
入、校内別室登校の指導員増員
など評価できる施策がある一
方、30種類を超える公共料金
の値上げ、区画整理事業へ巨費
を投じるなど、問題点をもつ予
算案であり、反対。
� ＜日本共産党＞

反対賛成

賛成 賛成

賛成

賛成

委員の討論委員の討論

一般会計

　一般会計、特別会計（後期高齢者医療会計を除く）、公営企業会計でそれぞれ討論がありました。
委員会での討論の内容を紹介します。

公
営
企
業
会
計

AAA QQQ
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配慮がされた
料金設定
　高齢者や要支援・介護認定者
の増加に伴う保険給付費の増加
に見合う保険料の設定が必要。
低所得者層の負担軽減や、所得
の多段階設定、介護給付費準備
基金からの繰入れなど、配慮が
されており、賛成。
� ＜新政会＞

事業推進へ
適切な予算措置
　歳入歳出総額は19億6,200
万円。財政状況が厳しい中、予
算総額が昨年度と比較し増加し
ているが、関係権利者に不利益
が生じないよう計画的かつ着実
に事業推進を図るための適切な
予算措置と考え、賛成。
� <新政会>

国保税値上げは
公費で抑えるべき
　国保税を平均4.6パーセン
ト、3,995円値上げする予算と
なっている。国民健康保険には
所得が低い人が多いにも関わら
ず、他の健康保険に比べて高額
な保険料である。公費でこれを
抑えていくことは必要不可欠。
� <日本共産党>

現計画のまま
進めることに反対
　財政的に厳しすぎる事業は規
模、期間、資金計画を見直すべ
きで、現計画をそのまま進める
ことに反対。土地購入の場所や
予算根拠がはっきりせず、決ま
った段階で補正予算として出す
べきと考え、反対。
� <令和かがやき>

反対

反対

賛成

賛成

国民健康保険事業会計介護保険事業会計

市民の生活に
大きな負担
　これまでも多くの市民から介
護保険料が高すぎると不満の声
があがっている。年金が上がら
ず、異常な物価高の中で保険料
を約1割値上げすることは、市
民の生活を一層困難にさせるも
のであるため、反対。
� <日本共産党>

事業計画の
見直しをすべき
　広い道路を造るため、970棟
を取り壊し移動する事業は21
年が経過。市費81億円を使い
ながら道路一本できていない。
橋本市政で事業縮小。優先事項
を進めるならば、事業計画の見
直しをすべき。
� <世論>

反対

反対

羽村駅西口土地区画整理事業会計

水道事業会計下水道事業会計

収益的収支の改善等を評価
　下水道使用料の改定などにより、収益的収支が改
善していること、安定した財政基盤と計画に基づき、
インフラの強靭化に向けた投資を行うことなどを評
価し、賛成。� ＜新政会＞

賛成
インフラへの投資等を評価
　収益的収支の黒字を維持し、建設改良工事の投
資資金を確保していること、安定した財政基盤と
計画に基づきインフラの強靭化に向けた投資を行
うことなどを評価し、賛成。� ＜新政会＞

賛成

令和６年度予算審査

■令和 6年度当初予算～各会計の内訳と前年度当初予算との比較～ （単位：万円）
区　分 令和 6年度 令和 5年度 増減額 増減率

一般会計 2,441,000 2,369,700 71,300 3.0％

特
別
会
計

国民健康保険事業 580,870 592,630 △ 11,760 △ 2.0％
後期高齢者医療 160,660 149,780 10,880 7.3％
介護保険事業 434,380 414,370 20,010 4.8％
羽村駅西口土地区画整理事業 196,200 155,050 41,150 26.5％
特別会計合計 1,372,110 1,311,830 60,280 4.6％

水道事業（公営企業会計） 174,936 171,676 3,260 1.9％
下水道事業 ( 公営企業会計 ) 186,186 174,902 11,284 6.5％
全会計の単純合計 4,174,233 4,028,108 146,125 3.6％

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
会
議
録
は
議
会
終
了
後
２
か
月
程
度
で
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、「
羽
村
市
議
会
」→「
会
議
録
の
検
索
と
閲
覧
」→「
令
和
６
年
」→「
一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
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審議した主な議案

議
案 

審 

議

■�

今
後
６
年
間
の
区
画
整
理
事
業
の

事
業
委
託
を
決
定

【
主
な
内
容
】　
福
生
都
市
計
画
事
業
羽

村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す

る
業
務
を
委
託
す
る
た
め
、
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額 

１
３
１
億
８
０
０
０
万
円

契
約
の
相
手
方 

東
京
都
都
市
づ
く
り

公
社

委
託
期
間 

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で
の
６
年
間

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
幹
線
道
路
の
道
路
整
備
工
事
に
１

億
１
８
４
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
使
わ
れ
る
か
。

　
　
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
13
号
線

の
雨
水
管
、
下
水
管
の
埋
設
工
事
に
係

る
経
費
で
あ
る
。

　
　
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
12
号
線

の
整
備
は
。

　
　
６
か
年
の
委
託
契
約
に
都
市
計
画

道
路
３
・
４
・
12
号
線
の
整
備
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
現
在
、
関
係
機
関
と
詳

細
な
調
整
を
進
め
て
い
る
。
財
源
の
確

保
を
含
め
、
整
い
次
第
改
め
て
議
会
に

提
案
を
し
て
い
く
。

　
　
委
託
期
間
は
６
年
間
あ
る
が
、
各

年
の
詳
細
な
事
業
内
容
を
ど
こ
で
示
し

て
い
く
の
か
。

　
　
毎
年
度
の
当
初
予
算
を
提
案
し
て

い
く
中
で
、
お
示
し
し
て
い
く
。

　
　
　
事
業
に
関
す
る
課
題
が
解
決
し

て
い
な
い
中
、
１
３
１
億
円
も
の
巨
額

を
費
や
す
事
業
に
反
対
。

�

（
日
本
共
産
党)

　
　
　
東
京
都
都
市
づ
く
り
公
社
へ
の

委
託
は
妥
当
。
効
率
的
、
効
果
的
な
事

業
の
推
進
を
期
待
し
、
賛
成
。

�
(

新
政
会)

　
　
　

人
口
減
少
に
合
わ
せ
修
復
型
の

整
備
を
す
べ
き
。
区
画
整
理
が
前
提
の

本
議
案
は
反
対
。�（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
　
　
事
業
費
、
事
業
期
間
の
増
加
は

避
け
ら
れ
な
い
。
計
画
を
見
直
し
、
都

市
計
画
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
。

�

（
世
論
）

■�

第
１
回
臨
時
会
（
２
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
に
関
す
る
議
案
４
件
、
補
正
予
算
案
６
件
、
あ
わ
せ
て
10

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■�

第
１
回
定
例
会
（
３
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

新
年
度
予
算
案
７
件
（
４
～
７
ペ
ー
ジ
）
の
ほ
か
に
、
条
例
に

関
す
る
議
案
22
件
、
補
正
予
算
案
７
件
、
そ
の
他
の
議
案
３
件
、

あ
わ
せ
て
39
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
審
査
し
た
陳
情
２
件
は
い
ず
れ
も
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A

AA

Q

Q

Q 福
生
都
市
計
画
事
業
羽
村
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
業

務
委
託
契
約
に
つ
い
て

市
長
提
出
議
案

質
疑

討
論

反
対

反
対

反
対

賛
成
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富士見霊園

■
市
長
の
給
料
等
の
減
額
を
延
長

【
主
な
内
容
】　
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
料
等

を
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
、
一
定
の
率
を
減

額
す
る
た
め
、
特
例
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
羽
村
市
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

市
長
が
先
頭
に
立
ち
、
職
員
の
給
料
を

増
や
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
本
来
支
払
う
べ
き
も
の
は
条
例
に

基
づ
き
支
払
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

■
介
護
保
険
料
を
改
定

【
主
な
内
容
】　
第
９
期（
令
和
６
年
度

～
令
和
８
年
度
）介
護
保
険
事
業
の
介

護
保
険
料
率
及
び
介
護
保
険
料
の
段
階

を
判
定
す
る
所
得
指
標
を
改
め
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
基
金
を
多
く
取
り
崩
し
、
保
険
料

を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
持
続
的
・
安
定
的
な
制
度
運
営
が

求
め
ら
れ
る
。
今
回
、
保
険
料
基
準
額

の
上
昇
抑
制
分
を
取
り
崩
し
た
。

　
　
　

高
額
な
保
険
料
で
支
払
い
が
困

難
な
方
も
い
る
。
公
的
負
担
を
増
や
す

べ
き
で
あ
り
、
反
対
。�

（
日
本
共
産
党
）

　
　
　
給
付
と
連
動
し
た
適
正
な
保
険

料
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
運
営
に
向
け

た
努
力
を
求
め
、
賛
成
。　
（
新
政
会
）

　
　
　
制
度
維
持
の
た
め
、
致
し
方
な

い
改
定
。
基
金
確
保
に
努
め
る
こ
と
を

要
望
し
、
賛
成
。�

（
令
和
か
が
や
き
）

■
区
画
墓
地
使
用
料
を
引
上
げ

【
主
な
内
容
】　
羽
村
市
使
用
料
等
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
区
画
墓
地

の
使
用
料
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
３
平
方
メ
ー
ト
ル
の
区
画
墓
地
を

設
置
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
区
画
墓
地

の
使
用
料
等
を
規
定
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
　
　
都
内
霊
園
よ
り
安
価
だ
が
、
近

隣
市
よ
り
高
額
で
あ
る
。
市
民
負
担
を

増
や
す
本
条
例
に
は
反
対
。

�

（
日
本
共
産
党
）

　
　
　
施
設
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増

加
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
適
正
な
改

正
で
あ
り
賛
成
。�

(

新
政
会)　

議
員
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

政
治
資
金
規
正
法
違
反
疑
惑
の
全

容
解
明
と
再
発
防
止
を
求
め
る
意

見
書

（
要
旨
）

　

政
治
資
金
規
正
法
違
反
疑
惑
を
全

容
解
明
の
上
、
政
治
改
革
を
真
摯
に
進

め
、
再
発
防
止
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
再
開
に
つ
い

て
の
意
見
書

（
要
旨
）

　

横
田
基
地
所
属
Ｃ
Ｖ-

２２
オ
ス
プ
レ

イ
の
事
故
原
因
に
つ
い
て
、
詳
細
な
情

報
を
明
ら
か
に
し
、
安
全
対
策
、
再
発

防
止
策
の
徹
底
と
事
故
防
止
に
万
全
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

内
閣
総
理
大
臣
、
防
衛

大
臣
、
北
関
東
防
衛
局
長

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

※�

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継　
（
３
月
５
日
・
25
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

A

A

Q

Q

質
疑

討
論

討
論

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

令
和
６
年
度
に
お
け
る
羽
村
市
長
等

の
給
料
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例

質
疑

羽
村
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

羽
村
市
富
士
見
霊
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
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■市長提出議案の議決結果
＜第１回臨時会（２月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果
職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例

原案可決

羽村市一般職の任期付職員の採用及び給与
の特例に関する条例の一部を改正する条例
羽村市長等の給料等に関する条例の一部を
改正する条例
議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例
令和５年度羽村市一般会計補正予算（第９号）

　
　

件名・概要 議決結果
令和５年度羽村市国民健康保険事業会計補
正予算（第２号）

原案可決

令和５年度羽村市介護保険事業会計補正予
算（第２号）
令和５年度羽村市福生都市計画事業羽村駅
西口土地区画整理事業会計補正予算（第２
号）
令和５年度羽村市水道事業会計補正予算（第
１号）
令和５年度羽村市下水道事業会計補正予算

（第１号）

■各会派の賛否■	 　議案／	 〇…賛成　　×…反対

	 　陳情／	 〇…採択　　×…不採択

■会 派 名■	 　新…新政会　公…公明党　共…日本共産党　ネ…市民ネットワーク
　　　　　　　　　　　都…羽村市議会都民ﾌｧｰｽﾄの会  令…令和かがやき　世…世論　双…双葉会　　　　　　

凡　
例

件名・概要 議決結果
羽村市長等の損害賠償責任の一部免責に関
する条例の一部を改正する条例

原案可決

羽村市特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例
羽村市交通安全推進委員の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例
羽村市長等の給料等に関する条例等の一部を
改正する条例
羽村市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例
羽村市指定介護予防支援等の事業の人員及
び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準等を定める条例の一部を改正する条
例
羽村市指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例
羽村市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例
羽村市指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営の基準に関する条例の一部を改正する条
例

件名・概要 議決結果
羽村市廃棄物の処理及び再利用の促進に関
する条例の一部を改正する条例

原案可決

羽村市農産物直売所条例の一部を改正する
条例
羽村市企業誘致促進に関する条例の一部を
改正する条例
羽村市営住宅条例の一部を改正する条例
羽村市消防団条例の一部を改正する条例　
羽村市消防団員の報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例
令和６年度における羽村市長等の給料等の
特例に関する条例　→P9
羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条
例
令和５年度羽村市一般会計補正予算（第10号）
令和５年度羽村市国民健康保険事業会計補
正予算（第３号）
令和５年度羽村市後期高齢者医療会計補正
予算（第３号）
令和５年度羽村市介護保険事業会計補正予
算（第３号）
令和５年度羽村市水道事業会計補正予算（第
２号）
令和５年度羽村市下水道事業会計補正予算

（第２号）
東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更
について
福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理
事業に関する業務委託の変更契約について

＜第１回定例会（３月）で全会一致となった議案＞令和６年度当初予算を除く＞
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■議員提出議案の審議結果
件名 議決結果

政治資金規正法違反疑惑の全容解明と再発防止を求める意見書　→P9 原案可決

オスプレイの飛行再開についての意見書　→P9 原案可決

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果新 公 共 ネ 都 令 世 双

(6) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

「子どもの権利に関する条例」制定に関する
陳情書

文教厚生
委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

通学路の歩道縁石の塗り直しと路面標識・
横断歩道の描き直し及び側道と一時停止
線の引き直しを求める陳情書

環境まち
づくり
委員会

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

＜第１回定例会（３月）で賛否の分かれた議案＞

件名
会派名（数字は人数）

議決結果新 公 共 ネ 都 令 世 双
(6) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

羽村市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇

原案可決

羽村市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 ×

羽村市介護保険条例の一部を改正する条例　→P9 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市富士見霊園条例の一部を改正する条例　→P9 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土地
区画整理事業会計補正予算（第３号） 〇 〇 × × 〇 × × 〇

福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事業に
関する業務委託契約について　→P8 〇 〇 × × 〇 × × ×

＜令和６年度当初予算の議決結果＞

件名
（詳細は P4～ P7をご参照ください）

会派名（数字は人数）
議決結果新 公 共 ネ 都 令 世 双

(6) (4) (2) (1) (1) (1) (1) (1)
一般会計予算 〇 〇 × × 〇 〇 × ×

原案可決

羽村市国民健康保険事業会計予算 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市後期高齢者医療会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市介護保険事業会計予算 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理
事業会計予算 〇 〇 × × 〇 × × ×

羽村市水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市下水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇


